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ノロウイルスの消毒－エタノールの使い方を中心に－ 
Published online: 2007.1.18
じめに 

006年 12月、ノロウイルスによる感染性胃腸炎の
団感染が多く発生し、医療機関における集団感染

報告されています。2006年第５０週の感染性胃腸
の定点報告(小児科)は 22.8 と過去最高となりまし
1)。ノロウイルス胃腸炎は主に生カキによる食中毒
して知られていますが、糞便や吐物に含まれるノロ

イルスによる二次感染の場合もあります。ノロウイ

スの伝播を予防するためには、ノロウイルス感染者

糞便や吐物で汚染された部位の処理や手洗いなど

適正に行うことが重要となります。 
タノールはノロウイルスに対する効果が十分でない

いわれていますが、その効果を理解してエタノール

使用することにより、ノロウイルスの感染対策に用

ることができます。今回はノロウイルスの消毒につ

てエタノールの効果を中心に述べます。 

タノールに対する感受性 

ロウイルスはエンベロープを有しないため、消毒薬

対する抵抗性が比較的強いと考えられます。ノロウ

ルスは細胞培養が不能で消毒薬感受性がまだ確認

れいないため、類縁ウイルスであるネコカリシウイ

ス（Feline calicivirus）の消毒薬感受性から有効な
毒薬を類推することとなります。ネコカリシウイルス

ついては 70℃の熱や 1,000ppm次亜塩素酸ナトリ
ムによる消毒を示唆する報告があります 2)3) 。ネコ
リシウイルスのアルコール類感受性については、湿

状態や乾燥状態をモデルとした試験方法、有機物

在下をモデルとした試験方法など種々の方法で試

が行われています 3)4)5)6)。これらの報告からエタノ
ルに関する結果を抜粋して表１および２に示します。 

タノールのネコカリシウイルスに対する効果は報告

より大きくばらつきがみられます。よって真の効果

どの程度であるかの判断は、現時点においてまだ

しいと考えられます。とはいえ、これらの結果を解釈

ると、消毒用エタノールの濃度（80v/v％）付近にお
て、塗布法によりウイルス量を 10分の 1（1 log 

eduction以上）程度に不活性化できることは、ほぼ
実であると判断されます。 

表１.エタノールのネコカリシウイルスに対する効果 
3)～5) 

文

献

エタノール 

濃度（v/v%）

作用 

時間 

Log 

reduction 

(TCID50 ) 

※不活性

化率（％）

3) 75％ 1 分 1.25 94.38 

70％ 

30 秒

1 分 

3 分 

5 分 

3.55 

3.83 

5 

5.19 

99.97 

99.985 

99.999 

99.9994 
4)

80％ 

30 秒

1 分 

3 分 

5 分 

2.19 

2.97 

3.88 

4.25 

99.35 

99.89 

99.987 

99.994 

5) 75％ 10 分 4.7 99.998 

 
表２．有機物存在下における７０w/w%エタノール 

(約 77v/v%)のネコカリシウイルスに対する効果 6)  
（70w/w％エタノールを 30秒間作用させた結果） 
指先へ

塗布した

有機物

の種類 

有機物 

なし 

ウシ胎児 

血清

（５％） 

トリプトン 

含有有機

物 

便懸濁

液

（5％） 

Log 

reduction

(TCID50 )

2.66 2.62 1.18 1.45 

※不活性

化率

（％） 

99.78 99.76 93.39 96.45

※（表１．２とも）文献より計算 

TCID50：（tissue culture infective dose 50 ）50％感染価 

Log reduction (TCID50 )：50％感染価の対数減少値 
 
 
 
エタノールの使用意義 
 
１．手指衛生における 80v/v%エタノール含
有速乾性手指消毒薬の使用について 

 
80v/v％エタノール含有速乾性手指消毒薬の適用は
手指に付着しているノロウイルスを 10分の 1程度に
不活性化できると推定できます。これは通常の手指消

毒効果としては、低すぎる値ですが、念入りな手洗い

によりウイルス量を 100分の 1程度までまず除去し、
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さらに速乾性手指消毒薬を適用し 10分の 1 とするこ
とで、全体として 1000分の 1程度に減少させること
ができると期待されます。このようにウイルス量をでき

る限り減少させて易感染者が感染しない量までに減

少させることが補完的に速乾性手指消毒薬を使用す

る目的であると考えます。 
 
２．ノンクリティカル表面へのエタノールの使用

について 
 
ノンクリティカル表面の消毒については物理的にノロ

ウイルスを除去した後に熱水（80℃ 10分間）または
1,000ppmの次亜塩素酸ナトリウムによる処理が推
奨されています。 
しかしながら、ノンクリティカルの種類あるいは実務上

において前述の消毒を行うことが困難な場合があると

考えられ、その際は消毒用エタノールの使用が推奨さ

れます。例として、便座などを消毒用エタノールを含浸

させたペーパータオルで念入りに清拭することは、ノ

ロウイルスを物理的に除去する効果と、エタノールの

ノロウイルス不活性化作用の双方を期待できる消毒

法であり、ノロウイルス対策として当を得た方法である

と判断されます。より確実な効果を求める場合には、

1,000ppm程度の次亜塩素酸ナトリウムを使用するこ
とが必要ですが、次亜塩素酸ナトリウムには漂白作

用や金属腐食作用があるため、ノロウイルス感染が

集団発生している場においては許容される場合もあり

ますが、事前予防的に用いる場合には、実務上の問

題があります。従って、消毒用エタノールによる清拭

は、一般的なノロウイルス対策として、有用な消毒法

であると考えられます。 
 
終わりに 
 
病院感染対策としては、糞便・吐物に対して日常的に

標準予防策を行い、必要に応じて接触予防策を追加

します。また、嘔吐や下痢症状の発生に注意を払うこ

とが必要です。すべての患者について糞便・吐物に接

触する場合は必ず手袋を着用し、手袋の着用の有無

にかかわらず、接触後には手洗いを行います。失禁

や嘔吐があり、特におむつを着用している場合など、

患者周辺が汚染されている可能性が高い場合には、

ガウンの着用など接触予防策を追加して行います７)
８)。ノロウイルスに対する具体的な消毒方法を下記に
示します。各施設や学校、家庭など、総合的に状況に

適った対策を行うことによりノロウイルスにおけるアウ

トブレイクが阻止されると考えられます。 
 
[ノロウイルスの消毒方法] 
 
患者の糞便・吐物で汚染されたノンクリティカル表面

に対しては、糞便・吐物を除去したのち、熱水（80℃
10分間）による処理または 1,000ppmの次亜塩素酸

ナトリウムにて処理を行います。 
手指衛生は流水と石けんによる手洗いにより物理的

に除去後、80v/v％エタノール含有速乾性手指消毒薬
を補完的に用います。 
ノンクリティカル表面において、実務上熱や次亜塩素

酸ナトリウムによる処理に問題がある場合は、糞便・

吐物を除去したのち、消毒用エタノールで念入りに清

拭します。 
なお、業務用の高温スチーム掃除機（吐出蒸気

130℃など）を利用して汚染されたじゅうたんなどの処
理も考えられますが、じゅうたん内部の到達温度が不

明なためその効果は保証されておりません。 
 
ノロウイルスなどウイルスによる感染性胃腸炎につい

ての詳細は 「Y’S Letter Vol1 No21 ウイルスによる
感染性胃腸炎」をご覧ください。 
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